


《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰは、演奏家コースの２年目または弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部２年生以上が初めて室内楽を履修する場合の授業です。室内楽は

アンサンブルの基本となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小
編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。こ
の授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

前期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00349 502049111562シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

00349 502049111562シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

Ｂ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰは、演奏家コースの２年目または弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部２年生以上が初めて室内楽を履修する場合の授業です。室内楽は

アンサンブルの基本となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小
編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。こ
の授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

前期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

01016 502049111562シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

01016 502049111562シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

室内楽Ⅰ

科目名－クラス名

担当教員

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰは、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの短大２年生以上が初めて室内楽を履修する場合の授業です。室内楽はアンサンブルの基本となる比

較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く
経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に室
内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

前期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00299 502014463816シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

00299 502014463816シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

室内楽Ⅰ

科目名－クラス名

担当教員

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰは、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの短大２年生以上が初めて室内楽を履修する場合の授業です。室内楽はアンサンブルの基本となる比

較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く
経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に室
内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

前期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00303 502014463816シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

00303 502014463816シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＡ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ①

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ①は、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部２年生以上が初めて室内楽を履修する場合の授業です。室内楽はアンサンブルの基本となる

比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多
く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に
室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かりレベルの向上を目指す）

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：応用編

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00794 50204601319シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必
ず持参してください。

00794 50204601319シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ①

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ①は、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部２年生以上が初めて室内楽を履修する場合の授業です。室内楽はアンサンブルの基本となる

比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多
く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に
室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かりレベルの向上を目指す）

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：応用編

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04263 50204601319シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必
ず持参してください。

04263 50204601319シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＡ(弦管打演奏家Ⅰ)

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ①

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ①（弦管打演奏家Ⅰ）は、弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が１年次から選択履修出来る「室内楽」を学修するための授業です。室内楽という演奏形態にお

いては個々のパートの完成度に非常に高度なものが要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の
修得はもとより、各自の音楽上の係わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成して、
各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる編成である四重奏を中心に学修します。演奏家Ⅰコース、演奏家Ⅱコースの学生によってメンバーを構成し（学年の枠を
超えて組むことを推奨しています）より難易度の高い作品、高度な技術、高度なアンサンブルを学修することができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：基礎編

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：応用編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：応用編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：応用編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：基礎編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：応用編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：基礎編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：応用編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編①

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編②（展開）

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：応用編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編①

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：基礎編

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編①

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編③（まとめ）

アンサンブル実習：レパートリー研究：I.ゴトコフスキー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：A.ベルノー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：⾧生淳《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：T.エスケシュ《タンゴ・ヴィルトゥオジテ》など

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04494 502046111298シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も大切な学修の時間であ
ることを意識しましょう。
同時限に履修登録していれば学年の枠を超えて編成することを推奨します。また、年度末には成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを持
参してください。

04494 502046111298シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ(弦管打演奏家Ⅰ)

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ①

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ①（弦管打演奏家Ⅰ）は、弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が１年次から選択履修出来る「室内楽」を学修するための授業です。室内楽という演奏形態にお

いては個々のパートの完成度に非常に高度なものが要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の
修得はもとより、各自の音楽上の係わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成して、
各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる編成である四重奏を中心に学修します。演奏家Ⅰコース、演奏家Ⅱコースの学生によってメンバーを構成し（学年の枠を
超えて組むことを推奨しています）より難易度の高い作品、高度な技術、高度なアンサンブルを学修することができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：基礎編

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：応用編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：応用編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：応用編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：基礎編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：応用編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：基礎編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：応用編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編①

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編②（展開）

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：応用編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編①

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：基礎編

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編①

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編③（まとめ）

アンサンブル実習：レパートリー研究：I.ゴトコフスキー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：A.ベルノー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：⾧生淳《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：T.エスケシュ《タンゴ・ヴィルトゥオジテ》など

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04496 502046111298シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も大切な学修の時間であ
ることを意識しましょう。
同時限に履修登録していれば学年の枠を超えて編成することを推奨します。また、年度末には成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを持
参してください。

04496 502046111298シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＡ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ②

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ②は、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部３年生以上で、既に室内楽Ⅰ①を前年度までに終えた学生が履修する室内楽の授業です。室

内楽はアンサンブルの基本となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異
なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要で
す。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かりレベルの向上を目指す）

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：応用編

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

02661 50204701892シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必
ず持参してください。

02661 50204701892シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ②

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ②は、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部３年生以上で、既に室内楽Ⅰ①を前年度までに終えた学生が履修する室内楽の授業です。室

内楽はアンサンブルの基本となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異
なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要で
す。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（ベーシックな作品を中心に学修する）

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：基礎編

アンサンブル実習（サンジュレー、ジャンジャン作品など）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程や和声感を理解して演奏する）

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（パスカル、ランティエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（作品の音楽的な理解を深める）

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ボザ、デュボア作品など）：応用編

アンサンブル実習（編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：応用編

アンサンブル実習（フランセ、リヴィエ作品など）：より高度な実習

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ、デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かりレベルの向上を目指す）

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ゴトコフスキー、⾧生作品など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー、シュミット作品など）：応用編

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04264 50204701892シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必
ず持参してください。

04264 50204701892シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＡ(弦管打演奏家Ⅰ)

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ②

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ②（弦管打演奏家Ⅰ）は、既に室内楽Ⅰ①（弦管打演奏家Ⅰ）を前年度までに履修し終えた弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が選択履修出来る授業です。室

内楽という演奏形態においては個々のパートの完成度に非常に高度なものが要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く
経験することは、技術の修得はもとより、各自の音楽上の係わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に
室内楽団体を編成して、各グループ単位で授業を進めていきます。昨年度の学びを生かし、さらなるアンサンブル能力の向上を目指します。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる編成である四重奏を中心に学修します。演奏家Ⅰコース、演奏家Ⅱコースの学生によってメンバーを構成し（学年の枠を
超えて組むことを推奨しています）、さらに難易度の高い作品、高度な技術、高度なアンサンブルを学修することができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：基礎編

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：応用編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：応用編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：応用編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：基礎編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：応用編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：基礎編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：応用編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編①

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編②（展開）

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：応用編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編①

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：基礎編

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編①

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編③（まとめ）

アンサンブル実習：レパートリー研究：I.ゴトコフスキー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：A.ベルノー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：⾧生淳《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：T.エスケシュ《タンゴ・ヴィルトゥオジテ》など

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04729 502047111477シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も大切な学修の時間であ
ることを意識しましょう。
同時限に履修登録していれば学年の枠を超えて編成することを推奨します。また、年度末には成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを持
参してください。

04729 502047111477シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ(弦管打演奏家Ⅰ)

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅰ②

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅰ②（弦管打演奏家Ⅰ）は、既に室内楽Ⅰ①（弦管打演奏家Ⅰ）を前年度までに履修し終えた弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が選択履修出来る授業です。室

内楽という演奏形態においては個々のパートの完成度に非常に高度なものが要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く
経験することは、技術の修得はもとより、各自の音楽上の係わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に
室内楽団体を編成して、各グループ単位で授業を進めていきます。昨年度の学びを生かし、さらなるアンサンブル能力の向上を目指します。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる編成である四重奏を中心に学修します。演奏家Ⅰコース、演奏家Ⅱコースの学生によってメンバーを構成し（学年の枠を
超えて組むことを推奨しています）、さらに難易度の高い作品、高度な技術、高度なアンサンブルを学修することができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：基礎編

アンサンブル実習：J.リヴィエ《グラーヴェとプレスト》などテクニカルなスタンダード・レパートリー：応用編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：G.ピエルネ《民謡風ロンドの主題による序奏と変奏》など（アンサンブルの中での音程やハーモニーを理解して演奏する）：応用編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.リュエフ《四重奏のためのコンセール》など（作品の構造・構成を理解する）：応用編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：基礎編

アンサンブル実習：C.パスカル《四重奏曲》など（作品の音楽的な理解を深める）：応用編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：基礎編

アンサンブル実習：G.ラクール《四重奏曲》など（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）：応用編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：基礎編

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編①

アンサンブル実習：A.デザンクロ《四重奏曲》など（和声法や対位法を理解して演奏する）：応用編②（展開）

前期のまとめ

後期オリエンテーション

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：J.S.バッハ《イタリア協奏曲》など（バロック作品に取り組み、時代様式などについて理解する）：応用編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：基礎編

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編①

アンサンブル実習：A.グラズノフ《四重奏曲》など（ロマン派的な作品に取り組み、スタイルなどについて理解する）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：基礎編

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編①

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編②（展開）

アンサンブル実習：F.シュミット《四重奏曲》など（正確な演奏だけに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す）：応用編③（まとめ）

アンサンブル実習：レパートリー研究：I.ゴトコフスキー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：A.ベルノー《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：⾧生淳《四重奏曲》など

アンサンブル実習：レパートリー研究：T.エスケシュ《タンゴ・ヴィルトゥオジテ》など

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04731 502047111477シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も大切な学修の時間であ
ることを意識しましょう。
同時限に履修登録していれば学年の枠を超えて編成することを推奨します。また、年度末には成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを持
参してください。

04731 502047111477シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅱ

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅱは、演奏家コースの２年目または弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部２年生以上が初めて室内楽を履修する年の後期開講の授業です。

室内楽はアンサンブルの基本となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは
異なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要
です。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かり、レヴェルの向上を目指す）

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：まとめ

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

後期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00389 502049121569シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

00389 502049121569シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

Ａ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅱ

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅱは、演奏家コースの２年目または弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの学部２年生以上が初めて室内楽を履修する年の後期開講の授業です。

室内楽はアンサンブルの基本となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは
異なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要
です。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かり、レヴェルの向上を目指す）

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：まとめ

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

後期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

01018 502049121569シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

01018 502049121569シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

室内楽Ⅱ

科目名－クラス名

担当教員

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅱは、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの短大２年生以上が初めて室内楽を履修する年の後期開講の授業です。室内楽はアンサンブルの基本

となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブル
を数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主
体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かり、レヴェルの向上を目指す）

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：まとめ

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

後期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00300 502014473823シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

00300 502014473823シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

室内楽Ⅱ

科目名－クラス名

担当教員

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽Ⅱは、弦管打楽器コース及びウインドシンフォニーコースの短大２年生以上が初めて室内楽を履修する年の後期開講の授業です。室内楽はアンサンブルの基本

となる比較的少人数による演奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブル
を数多く経験することは、技術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主
体的に室内楽団体を編成し、各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといったアンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する）

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ、リュエフ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（演奏の正確さのみに終始せず、楽曲の構成などを理解し演奏できるよう学ぶ）

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（総合的に高度な作品に取り掛かり、レヴェルの向上を目指す）

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：応用編

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：より高度な実習

アンサンブル実習（デザンクロ作品など）：まとめ

１年のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

後期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00304 502014473823シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
基本的に同学年の学生同士でアンサンブルを組みますが、同時限に履修登録していれば他の学年の学生と組んでも構いません。また、年度末には成果発表会を行いま

す。

教科書・参考書

なし

ず持参してください。

00304 502014473823シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＡ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅱ①

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

この授業は、弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が３年次から必修で学ぶ室内楽です。またその共演者となる指定された演奏家コース以外の学生も履修することができ

ます（基本的には演奏家コースの学生でメンバーを構成します。学年の枠を超えて編成することを推奨します）。室内楽はアンサンブルの基本となる少人数の演奏形
態ですが、１、２年次ですでに経験を重ねてきた履修者がさらに高度なアンサンブル技術を磨くことを学修の目標とします。技術面の向上はもとより、様式感、ハー
モニーの捉え方、各パートがどのように全体に関わっているか等、室内楽の深く豊かな世界を探っていきます。サクソフォーン室内楽の中心である”四重奏”を基本編

成として、合わせや復習など学生が主体的に授業を進めていきます。

学修成果
高度なアンサンブルの技術、コミュニケーション能力を身につけ、アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていくことができます。作
品や作曲者のバックグラウンドを知り、そのスタイルを知ることによって表現力の幅を広げることができます。４人が織りなすハーモニーの中で、演奏しても聴いて

いても心地よい音程を探し、演奏することでソルフェージュ力を高めることができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（リヴィエ：グラーヴェとプレストなど）：基礎編

アンサンブル実習（リヴィエ：グラーヴェとプレストなど）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程の取り方や、和声感を意識した演奏をするために）

アンサンブル実習（⾧生：トルヴェールの惑星より”彗星”など）：基礎編

アンサンブル実習（⾧生：トルヴェールの惑星より”彗星”など）：応用編

アンサンブル実習（作品の背景や作曲者についてなど、音楽の総合的な理解を深める）

アンサンブル実習（デザンクロ：四重奏曲など）基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ：四重奏曲など）応用編

アンサンブル実習（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（マスランカ：レシテーション・ブックなど）：基礎編

アンサンブル実習（マスランカ：レシテーション・ブックなど）：応用編

アンサンブル実習（シュミット：四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（シュミット：四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（前期のまとめ）

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（バッハ：G線上のアリアなど）様々な時代や様式の作品に取り組み、それぞれのスタイルなどについて理解する

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編および全曲のまとめ

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編：弦楽アンサンブルの響きを研究する

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編：演奏の正確さのみに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編：弦楽アンサンブルの響きを研究する

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編：演奏の正確さのみに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す

アンサンブル実習（レパートリー研究）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

02682 50204801907シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”あわせ”の時間も重要な学修の時間であ
るという意識を持ちましょう。また、年度末に成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーの組み方や選曲については担当教員と相談しながら決定してください。各グループのリーダーは担当教員と連絡を取り、事前に授業の進行を相談しておくこ
と。授業時には担当教員用のスコアを必ず用意しておくこと。演奏家コースとしての自覚を持ち、各団体が１つの個性的な演奏体として主体的な演奏表現ができるよ
う積極的に取り組んでください。

１年のまとめ第30回

02682 50204801907シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅱ①

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

この授業は、弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が３年次から必修で学ぶ室内楽です。またその共演者となる指定された演奏家コース以外の学生も履修することができ

ます（基本的には演奏家コースの学生でメンバーを構成します。学年の枠を超えて編成することを推奨します）。室内楽はアンサンブルの基本となる少人数の演奏形
態ですが、１、２年次ですでに経験を重ねてきた履修者がさらに高度なアンサンブル技術を磨くことを学修の目標とします。技術面の向上はもとより、様式感、ハー
モニーの捉え方、各パートがどのように全体に関わっているか等、室内楽の深く豊かな世界を探っていきます。サクソフォーン室内楽の中心である”四重奏”を基本編

成として、合わせや復習など学生が主体的に授業を進めていきます。

学修成果
高度なアンサンブルの技術、コミュニケーション能力を身につけ、アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていくことができます。作
品や作曲者のバックグラウンドを知り、そのスタイルを知ることによって表現力の幅を広げることができます。４人が織りなすハーモニーの中で、演奏しても聴いて

いても心地よい音程を探し、演奏することでソルフェージュ力を高めることができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（リヴィエ：グラーヴェとプレストなど）：基礎編

アンサンブル実習（リヴィエ：グラーヴェとプレストなど）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程の取り方や、和声感を意識した演奏をするために）

アンサンブル実習（⾧生：トルヴェールの惑星より”彗星”など）：基礎編

アンサンブル実習（⾧生：トルヴェールの惑星より”彗星”など）：応用編

アンサンブル実習（作品の背景や作曲者についてなど、音楽の総合的な理解を深める）

アンサンブル実習（デザンクロ：四重奏曲など）基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ：四重奏曲など）応用編

アンサンブル実習（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（マスランカ：レシテーション・ブックなど）：基礎編

アンサンブル実習（マスランカ：レシテーション・ブックなど）：応用編

アンサンブル実習（シュミット：四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（シュミット：四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（前期のまとめ）

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（バッハ：G線上のアリアなど）様々な時代や様式の作品に取り組み、それぞれのスタイルなどについて理解する

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編および全曲のまとめ

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編：弦楽アンサンブルの響きを研究する

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編：演奏の正確さのみに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編：弦楽アンサンブルの響きを研究する

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編：演奏の正確さのみに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す

アンサンブル実習（レパートリー研究）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04265 50204801907シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”あわせ”の時間も重要な学修の時間であ
るという意識を持ちましょう。また、年度末に成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーの組み方や選曲については担当教員と相談しながら決定してください。各グループのリーダーは担当教員と連絡を取り、事前に授業の進行を相談しておくこ
と。授業時には担当教員用のスコアを必ず用意しておくこと。演奏家コースとしての自覚を持ち、各団体が１つの個性的な演奏体として主体的な演奏表現ができるよ
う積極的に取り組んでください。

１年のまとめ第30回

04265 50204801907シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽Ⅱ②

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

この授業は、弦管打楽器演奏家Ⅰコースの学生が４年次に必修で学ぶ室内楽です。またその共演者となる指定された演奏家コース以外の学生も履修することができま

す（基本的には演奏家コースの学生でメンバーを構成します。学年の枠を超えて編成することを推奨します）。室内楽はアンサンブルの基本となる少人数の演奏形態
ですが、これまでに室内楽経験を重ねてきた履修者がさらに高度なアンサンブル技術を磨くことを学修の目標とします。技術面の向上はもとより、様式感、ハーモ
ニーの捉え方、各パートがどのように全体に関わっているか等、室内楽の深く豊かな世界を探っていきます。サクソフォーン室内楽の中心である”四重奏”を基本編成

として、合わせや復習など学生が主体的に授業を進めていきます。

学修成果
高度なアンサンブルの技術、コミュニケーション能力を身につけ、アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていくことができます。作
品や作曲者のバックグラウンドを知り、そのスタイルを知ることによって表現力の幅を広げることができます。４人が織りなすハーモニーの中で、演奏しても聴いて

いても心地よい音程を探し、演奏することでソルフェージュ力を高めることができます。

前期オリエンテーション

アンサンブル実習（リヴィエ：グラーヴェとプレストなど）：基礎編

アンサンブル実習（リヴィエ：グラーヴェとプレストなど）：応用編

アンサンブル実習（アンサンブルの中での音程の取り方や、和声感を意識した演奏をするために）

アンサンブル実習（⾧生：トルヴェールの惑星より”彗星”など）：基礎編

アンサンブル実習（⾧生：トルヴェールの惑星より”彗星”など）：応用編

アンサンブル実習（作品の背景や作曲者についてなど、音楽の総合的な理解を深める）

アンサンブル実習（デザンクロ：四重奏曲など）基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ：四重奏曲など）応用編

アンサンブル実習（個々の楽器の特性を理解しながら作品をまとめていく）

アンサンブル実習（マスランカ：レシテーション・ブックなど）：基礎編

アンサンブル実習（マスランカ：レシテーション・ブックなど）：応用編

アンサンブル実習（シュミット：四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（シュミット：四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（前期のまとめ）

後期オリエンテーション

アンサンブル実習（バッハ：G線上のアリアなど）様々な時代や様式の作品に取り組み、それぞれのスタイルなどについて理解する

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ベルノー：四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編および全曲のまとめ

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編：弦楽アンサンブルの響きを研究する

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ラヴェル：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編：演奏の正確さのみに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：基礎編：弦楽アンサンブルの響きを研究する

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第１、２楽章など）：応用編

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：基礎編

アンサンブル実習（ドビュッシー：弦楽四重奏曲～第３、４楽章など）：応用編：演奏の正確さのみに終始せず、オリジナリティある演奏表現を目指す

アンサンブル実習（レパートリー研究）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

授業展開と内容

開講年次

4～

開講期

通年

単位数

2
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

04266 50204901335シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”あわせ”の時間も重要な学修の時間であ
るという意識を持ちましょう。また、年度末に成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーの組み方や選曲については担当教員と相談しながら決定してください。各グループのリーダーは担当教員と連絡を取り、事前に授業の進行を相談しておくこ
と。授業時には担当教員用のスコアを必ず用意しておくこと。演奏家コースとしての自覚を持ち、各団体が１つの個性的な演奏体として主体的な演奏表現ができるよ
う積極的に取り組んでください。

１年のまとめ第30回

04266 50204901335シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽Ⅱ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＡ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽演習Ⅱ

彦坂 眞一郎水 4時限

教育到達目標と概要

室内楽演習Ⅱは、すでに履修を終えた”室内楽演習Ⅰ”を経て、さらに発展的に室内楽を学修する授業です。室内楽はアンサンブルの基本となる比較的少人数による演

奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技
術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、
各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。合わせを進めていく中でコミュニケーション能力も身につけることができます。また、聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといった
アンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

オリエンテーション（各グループのメンバーや演奏曲などを決め、授業の進め方の説明などを行います）

アンサンブル実習（バッハ：G線上のアリアなど）：様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する

アンサンブル実習（プラネル：バーレスクなど）：基礎編

アンサンブル実習（プラネル：バーレスク作品など）：応用編

アンサンブル実習アンサンブル実習（プラネル：バーレスク作品など）：楽曲の構成などを理解する。和声の進行などを確認し、より良い演奏表現につなげ
る。

アンサンブル実習（グラズノフ：サクソフォーン四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ：サクソフォーン四重奏曲など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ：サクソフォーン四重奏曲など）：楽曲の構成などを理解する。和声の進行などを確認し、より良い演奏表現につなげる。

レパートリー研究（総合的に高度な作品に取り掛かりレベルの向上を目指す）

アンサンブル実習（ピエルネ：民謡風ロンドの主題による序奏と変奏など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ：民謡風ロンドの主題による序奏と変奏など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ：民謡風ロンドの主題による序奏と変奏など）：編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく

アンサンブル実習（デザンクロ：サクソフォーン四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ：サクソフォーン四重奏曲など）：応用編

アンサンブル実習（デザンクロ：サクソフォーン四重奏曲など）：編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく ー 前期のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

後期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00954 502002833869シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽演習Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
また、年度末には成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必
ず持参してください。

00954 502002833869シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽演習Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

サクソフォンＣ

科目名－クラス名

担当教員

室内楽演習Ⅱ

彦坂 眞一郎木 2時限

教育到達目標と概要

室内楽演習Ⅱは、すでに履修を終えた”室内楽演習Ⅰ”を経て、さらに発展的に室内楽を学修する授業です。室内楽はアンサンブルの基本となる比較的少人数による演

奏形態であり、個々のパートには非常に高度な完成度が要求されます。大編成のオーケストラや吹奏楽とは異なる小編成のアンサンブルを数多く経験することは、技
術の修得はもとより各自の音楽上の関わりかた、ハーモニーの捉え方、様式感などを理解する上で大変重要です。この授業では学生が主体的に室内楽団体を編成し、
各グループ単位で授業を進めていきます。

学修成果
サクソフォーンにおける室内楽の基本となる”クァルテット”の編成を中心に学修します。アルト・サクソフォーン以外の楽器の特性も理解しながら作品をまとめてい
くことができます。合わせを進めていく中でコミュニケーション能力も身につけることができます。また、聴きながら音程やタイミングを合わせて演奏するといった
アンサンブルへの対応力を身につける事ができます。

オリエンテーション（各グループのメンバーや演奏曲などを決め、授業の進め方の説明などを行います）

アンサンブル実習（バッハ：G線上のアリアなど）：様々な時代または性格の作品に取り組み、それぞれの時代様式などについて理解する

アンサンブル実習（プラネル：バーレスクなど）：基礎編

アンサンブル実習（プラネル：バーレスク作品など）：応用編

アンサンブル実習アンサンブル実習（プラネル：バーレスク作品など）：楽曲の構成などを理解する。和声の進行などを確認し、より良い演奏表現につなげ
る。

アンサンブル実習（グラズノフ：サクソフォーン四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（グラズノフ：サクソフォーン四重奏曲など）：応用編

アンサンブル実習（グラズノフ：サクソフォーン四重奏曲など）：楽曲の構成などを理解する。和声の進行などを確認し、より良い演奏表現につなげる。

レパートリー研究（総合的に高度な作品に取り掛かりレベルの向上を目指す）

アンサンブル実習（ピエルネ：民謡風ロンドの主題による序奏と変奏など）：基礎編

アンサンブル実習（ピエルネ：民謡風ロンドの主題による序奏と変奏など）：応用編

アンサンブル実習（ピエルネ：民謡風ロンドの主題による序奏と変奏など）：編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく

アンサンブル実習（デザンクロ：サクソフォーン四重奏曲など）：基礎編

アンサンブル実習（デザンクロ：サクソフォーン四重奏曲など）：応用編

アンサンブル実習（デザンクロ：サクソフォーン四重奏曲など）：編成された楽器各々の特性を理解しながら作品をまとめていく ー 前期のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

後期

単位数

1
筆記・実技

0

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

100

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

演習

00956 502002833869シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽演習Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

事前に、各グループ単位でスコアリーディングや合奏練習をおこなっておくこと（約６０分、必要に応じてそれ以上）。この”合わせ”の時間も学修の時間であること
を意識してください。
また、年度末には成果発表会を行います。

教科書・参考書

なし

履修上の注意

メンバーが１人欠けてもアンサンブルは成立しません。無断で欠席することのないよう、また体調管理にも十分注意すること。メンバーの組み方及び選曲については

担当教員の指示に従ってください。各グループのリーダーは担当教員と連絡をとり、事前に授業の進行を相談しておくこと。レッスン時には担当講師用のスコアを必
ず持参してください。

00956 502002833869シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 室内楽演習Ⅱ



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
基礎的なテクニックや、音楽を学ぶものとしての取り組み方の基本を身につける事ができる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

基礎的な練習の必要性ならびに練習の進め方についての演習

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習１（基礎を中心に）

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習２（上記の応用）

各自のレベルに合わせた教則本を取り上げ、その教則本が意図している目標を理解する

教則本の目標に沿って的確に演奏できているか、さらに強化するべきことは何かを学ぶ

個々の⾧所短所を理解し、訓練によって苦手を克服する

音階、教則本に加え、段階に応じて専攻楽器のための作品について取り上げる

音楽作品を演奏する際に大切な、取り組みの姿勢について学ぶ

楽器の音色、音質にこだわって演奏できているかを確認する

演奏を客観的に捉え、いい音程で演奏できているかを確認する

音楽作品を楽譜に忠実に演奏できているかを確認する

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲の楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ｂの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

594 50200911251シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

594 50200911251シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
基礎的なテクニックや、音楽を学ぶものとしての取り組み方の基本を身につける事ができる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

基礎的な練習の必要性ならびに練習の進め方についての演習

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習１（基礎を中心に）

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習２（上記の応用）

各自のレベルに合わせた教則本を取り上げ、その教則本が意図している目標を理解する

教則本の目標に沿って的確に演奏できているか、さらに強化するべきことは何かを学ぶ

個々の⾧所短所を理解し、訓練によって苦手を克服する

音階、教則本に加え、段階に応じて専攻楽器のための作品について取り上げる

音楽作品を演奏する際に大切な、取り組みの姿勢について学ぶ

楽器の音色、音質にこだわって演奏できているかを確認する

演奏を客観的に捉え、いい音程で演奏できているかを確認する

音楽作品を楽譜に忠実に演奏できているかを確認する

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲の楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ｂの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

626 502011112343シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

626 502011112343シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
基礎的なテクニックや、音楽を学ぶものとしての取り組み方の基本を身につける事ができる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

基礎的な練習の必要性ならびに練習の進め方についての演習

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習１（基礎を中心に）

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習２（上記の応用）

各自のレベルに合わせた教則本を取り上げ、その教則本が意図している目標を理解する

教則本の目標に沿って的確に演奏できているか、さらに強化するべきことは何かを学ぶ

個々の⾧所短所を理解し、訓練によって苦手を克服する

音階、教則本に加え、段階に応じて専攻楽器のための作品について取り上げる

音楽作品を演奏する際に大切な、取り組みの姿勢について学ぶ

楽器の音色、音質にこだわって演奏できているかを確認する

演奏を客観的に捉え、いい音程で演奏できているかを確認する

音楽作品を楽譜に忠実に演奏できているかを確認する

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲の楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ｂの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00594 50200911251シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

00594 50200911251シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
基礎的なテクニックや、音楽を学ぶものとしての取り組み方の基本を身につける事ができる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

基礎的な練習の必要性ならびに練習の進め方についての演習

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習１（基礎を中心に）

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習２（上記の応用）

各自のレベルに合わせた教則本を取り上げ、その教則本が意図している目標を理解する

教則本の目標に沿って的確に演奏できているか、さらに強化するべきことは何かを学ぶ

個々の⾧所短所を理解し、訓練によって苦手を克服する

音階、教則本に加え、段階に応じて専攻楽器のための作品について取り上げる

音楽作品を演奏する際に大切な、取り組みの姿勢について学ぶ

楽器の音色、音質にこだわって演奏できているかを確認する

演奏を客観的に捉え、いい音程で演奏できているかを確認する

音楽作品を楽譜に忠実に演奏できているかを確認する

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲の楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ｂの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

626 502011112343シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

626 502011112343シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
基礎的なテクニックや、音楽を学ぶものとしての取り組み方の基本を身につける事ができる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

基礎的な練習の必要性ならびに練習の進め方についての演習

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習１（基礎を中心に）

音階などを用いた、専攻楽器演奏についての演習２（上記の応用）

各自のレベルに合わせた教則本を取り上げ、その教則本が意図している目標を理解する

教則本の目標に沿って的確に演奏できているか、さらに強化するべきことは何かを学ぶ

個々の⾧所短所を理解し、訓練によって苦手を克服する

音階、教則本に加え、段階に応じて専攻楽器のための作品について取り上げる

音楽作品を演奏する際に大切な、取り組みの姿勢について学ぶ

楽器の音色、音質にこだわって演奏できているかを確認する

演奏を客観的に捉え、いい音程で演奏できているかを確認する

音楽作品を楽譜に忠実に演奏できているかを確認する

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲の楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（エチュード・課題曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ｂの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00626 502011112343シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

00626 502011112343シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

オーソドックスな作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

オーソドックスな作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

オーソドックスな作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

オーソドックスな作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

オーソドックスな作品の表現についての演習（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

テクニックを要する作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

後期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

後期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

後期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

後期実技試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

後期実技試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

601 50201011253シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

601 50201011253シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

オーソドックスな作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

オーソドックスな作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

オーソドックスな作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

オーソドックスな作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

オーソドックスな作品の表現についての演習（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

テクニックを要する作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

卒業試験課題曲の最終仕上げ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

629 502012112345シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

629 502012112345シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

オーソドックスな作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

オーソドックスな作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

オーソドックスな作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

オーソドックスな作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

オーソドックスな作品の表現についての演習（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

テクニックを要する作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

後期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

後期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

後期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

後期実技試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

後期実技試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00601 50201011253シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

00601 50201011253シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

オーソドックスな作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

オーソドックスな作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

オーソドックスな作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

オーソドックスな作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

オーソドックスな作品の表現についての演習（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

テクニックを要する作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

卒業試験課題曲の最終仕上げ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

629 502012112345シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

629 502012112345シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する練習曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する練習曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する練習曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

オーソドックスな作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

オーソドックスな作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

オーソドックスな作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

オーソドックスな作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

オーソドックスな作品の表現についての演習（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

テクニックを要する作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

テクニックを要する作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

テクニックを要する作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

テクニックを要する作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

テクニックを要する作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

テクニックを要する作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

卒業試験課題曲の最終仕上げ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00629 502012112345シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ
と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

00629 502012112345シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ④

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。①～③で学修した内容をさらに発展させ、より高度で専門性を持った音楽人とし
て成⾧ができる。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

協奏曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

協奏曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

協奏曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

協奏曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

協奏曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

協奏曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

前期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

前期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

前期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

前期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

前期実技試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

独奏曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

独奏曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

独奏曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

独奏曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

独奏曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

独奏曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

卒業試験課題曲の最終仕上げと４年間のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

4～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

628 50201211260シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ④



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ

と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

628 50201211260シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ④



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽Ⅰ④

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

本科目は、各自の専攻実技を個人レッスン形式で学ぶものである。個々の力量に応じて、音階、教則本、音楽作品に取り組み、総合的演奏技術の向上を目指す。

学修成果
様々な楽曲に取り組むことにより、演奏家として、また、指導者としての能力を高めることができる。技術の修得のみならず、音楽の背景や作曲家についても学び、
楽曲について深く理解した上で色彩感あふれる演奏をすることができるようになる。①～③で学修した内容をさらに発展させ、より高度で専門性を持った音楽人とし
て成⾧ができる。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

協奏曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

協奏曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

協奏曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

協奏曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

協奏曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

協奏曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

前期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

前期実技試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

前期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

前期実技試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

前期実技試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

独奏曲の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

独奏曲の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

独奏曲の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

独奏曲の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

独奏曲の表現についての演習1（アイデアを音にする）

独奏曲の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

卒業試験で取り上げる作品の演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

卒業試験で取り上げる作品の解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習1（アイデアを音にする）

卒業試験で取り上げる作品の表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

卒業試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

卒業試験課題曲の最終仕上げと４年間のまとめ

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

4～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00628 50201211260シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ④



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ

と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

00628 50201211260シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽Ⅰ④



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽実技Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、弦管打楽器演奏家Ⅰコース・Ⅱコースの実技レッスンである。演奏家コース生としての目的意識を明確に持ち、専攻する弦管打楽器について、プロ

フェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現を身につける。

学修成果
専攻する弦管打楽器について、プロフェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現ができ、ソルフェージュ能力に裏付けされた演奏技術が身に付
く。音楽理論、作品の歴史的背景や様式を理解し、演奏に反映させることができる。①で修得した技術や知識を応用し、アーティストとしての能力を総合的に高め感

性豊かな表現能力が身に付く。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Cの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Cの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Cの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Cの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Cの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Cの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Dの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Dの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Dの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Dの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Dの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Dの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

4681 502009521430シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ

と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

4681 502009521430シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽実技Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、弦管打楽器演奏家Ⅰコース・Ⅱコースの実技レッスンである。演奏家コース生としての目的意識を明確に持ち、専攻する弦管打楽器について、プロ

フェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現を身につける。

学修成果
専攻する弦管打楽器について、プロフェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現ができ、ソルフェージュ能力に裏付けされた演奏技術が身に付
く。音楽理論、作品の歴史的背景や様式を理解し、演奏に反映させることができる。①で修得した技術や知識を応用し、アーティストとしての能力を総合的に高め感

性豊かな表現能力が身に付く。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Cの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Cの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Cの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Cの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Cの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Cの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Dの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Dの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Dの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Dの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Dの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Dの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

04681 502009521430シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ

と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

04681 502009521430シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽実技Ⅱ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、弦管打楽器演奏家Ⅰコース・Ⅱコースのための主科実技レッスンであり、「器楽実技Ⅰ②」に付随したものである。演奏家コース生としての目的意識を

明確に持ち、専攻する弦管打楽器について、プロフェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現を身につける。

学修成果
専攻する弦管打楽器について、プロフェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現ができ、ソルフェージュ能力に裏付けされた演奏技術が身に付
く。音楽理論、作品の歴史的背景や様式を理解し、演奏に反映させることができる。①で修得した技術や知識を応用し、アーティストとしての能力を総合的に高め感

性豊かな表現能力が身に付く。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Cの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Cの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Cの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Cの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Cの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Cの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Dの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Dの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Dの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Dの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Dの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Dの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

3
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

4684 502009621433シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅱ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ

と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

4684 502009621433シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅱ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

器楽実技Ⅱ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、弦管打楽器演奏家Ⅰコース・Ⅱコースのための主科実技レッスンであり、「器楽実技Ⅰ②」に付随したものである。演奏家コース生としての目的意識を

明確に持ち、専攻する弦管打楽器について、プロフェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現を身につける。

学修成果
専攻する弦管打楽器について、プロフェッショナル奏者として国際的に活動するために必要な演奏表現ができ、ソルフェージュ能力に裏付けされた演奏技術が身に付
く。音楽理論、作品の歴史的背景や様式を理解し、演奏に反映させることができる。①で修得した技術や知識を応用し、アーティストとしての能力を総合的に高め感

性豊かな表現能力が身に付く。

オリエンテーション（1年間のレッスンの進め方や、練習方法などについて）

作品Ａの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ａの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ａの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ａの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ａの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Ａの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Ｂの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Ｂの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Ｂの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Ｂの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Ｂの表現についての演習1（アイデアを音にする）

前期実技試験に向けたレッスン（楽曲分析）

前期実技試験に向けたレッスン（曲について理解を深め、演奏をより確実なものにする）

前期実技試験課題曲の最終仕上げと、夏休みの課題について

夏休み課題の成果確認と後期の目標設定

作品Cの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Cの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Cの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Cの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Cの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Cの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

作品Dの演奏についての演習1（音の確認と演奏のポイント）

作品Dの演奏についての演習2（正確な楽譜の読み取り）

作品Dの解釈についての演習1（作曲背景などをもとに）

作品Dの解釈についての演習2（楽譜から読み取る）

作品Dの表現についての演習1（アイデアを音にする）

作品Dの表現についての演習2（様々な選択肢を考える）

後期実技試験に向けたレッスン（作品についての理解をより深め、演奏をより確実なものにする）

後期実技試験課題曲の最終仕上げと、春休みの課題について

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

3
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

04684 502009621433シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅱ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

担当教員に指示された課題を次回レッスンまでに準備することは、個人実技レッスンの基本である。授業外の時間で練習の時間を確保し、予習と復習を必ずするこ

と。

教科書・参考書

担当教員の指示に従うこと。

履修上の注意

個人レッスンの形態では、指導者と学生のコミュニケーションが大切である。礼儀と節度を大切に、毎回のレッスンに臨むこと。無断で欠席したり遅刻しないこと。

04684 502009621433シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 器楽実技Ⅱ②



2022 年度(後期・通年)「学生による授業評価アンケート」結果に対する授業改善計画書 

 

教員コード： 572 教員名：彦坂眞一郎 

 

１）評価結果に対する所見 

 実技個人レッスン、室内楽、合奏について。  

室内楽、合奏の授業について、学生は満足しているようで安心した。  

一方で、個人レッスンでは平均以下のポイントであった。  

 

２）要望への対応・改善方策 

 実技個人レッスン、室内楽、合奏の各授業はこのままの方針で問題ないと思う。  

室内楽では、メンバー組をする際、学生のレベルの差が問題となっているが、複数の門下

生が混在するため一人ずつの技量の差を認識することが難しい。他の担当教員と改善策を

模索中。 

また室内楽の授業では、毎回学生たちの準備不足が感じられたが、これはコロナの影響を

受けた時期が長かったため、事前にどの程度準備するべきものかと言う認識がないためと

考えられる。  

 個人レッスンについては、今回の結果になったことの原因を考えていくが、おそらく学

生各自の到達度について、至らないとの自覚があるからであろうと感じる。  

 

３）今後の課題 

 学生たちは多くの時間を授業に取られており、特に放課後の時間が短いことは、演奏技

術を上げるためには大きな障害となっていると感じる。サークル活動の時間も人間関係や

役割分担など経験できることも多いが、そもそもアンサンブル能力の向上に役立つが、そ

の時間も足らない。 

また、年間取得単位数を制限するキャップ制は、できるだけ早期に卒業必要単位数を取得

し、卒業へ向けて各自の練習時間を増やしていくということを不可能にしている。ラスト

スパートをかけることに制限がかけられているので、突出した才能が開花する可能性も制

限されていると大いに感じ続けている。よって GPA と言う制度も、良いものとは思えない。 

 

以 上 
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